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原　ಠ

ൡࣣ৐಺症患者の࿇ே的۷ැに影響を与える要因 

Ƚ࿇ே的۷ැの主題による௖֑の検討Ƚ

村上　1，2ࡓ)，૩ࡓၦ文3)，ୌ山　߰4)，池田　望3)

1）֓療法人社౬ڢ࿹会ढ़ི̥̈́まのല·リΣΛ· 
2）ढ़ི֓ش大学大学֭༗健֓療学研究ش 
3）ढ़ི֓ش大学༗健֓療学部作業療法学ش 
4）ཤି学׬大学社会໛ছ学部໛ছ心理学ش

　ໝ૝的؍೦はそのओ題に基づいて分けることができる．負のײ情Ձのओ題を持つ؍೦は被害ໝ૝的؍೦
となり，正のײ情Ձのओ題を持つ؍೦はތ大ໝ૝的؍೦となる．ໝ૝的؍೦はओ題の相ҧによりその発生
メカχζムがҟなると૝定されている．そこで，本研究では，被害ໝ૝的؍೦は「ૄ外」「被害」のओ題
を持つ؍೦で，ތ大ໝ૝的؍೦は「被޷意」「൳護」「他者ૢ作」「自ߠݾ定」のओ題を持つ؍೦でߏ成され
ると૝定し，各6つのओ題に対するײ情と原Ҽ帰属のӨڹを検౼した．対象は౷合ࣦ調症ױ者48名であり，
全ての対象にໝ૝的؍೦チェックリスト，原Ҽ帰属ई度，気分調査ථ୹ॖ版によるଌ定を実施した．
　その結果，正あるいは負のײ情Ձのओ題を持つໝ૝的؍೦͝とに཈うつやౖりなど共௨するӨڹ要Ҽが
存在した一方で，各6つのओ題͝とにҟなるӨڹ要Ҽも存在した．以上のことから，ໝ૝的؍೦のओ題に
応じた介入をల開することが望ましいと言える．

キーワード：౷合ࣦ調症，ໝ૝的؍೦，原Ҽ帰属，ײ情

The factors affecting delusional ideation  

: An examination of differences in delusional ideation by theme

Tsukasa MURAKAMI1,2), Takafumi MORIMOTO3), Kaoru NISHIYAMA4), Nozomu IKEDA5)

1) Sapporo Nakamanomori Clinic 
2) Graduate School of Health Sciences, Sapporo Medical University 
3) Department of Occupational Therapy School of Health Sciences Sapporo Medical University 
4) Department of Psychology for Well-being, School of Social Welfare, Hokusei Gakuen University

It is possible to classify delusional ideations by theme. Ideations with negative emotional valence are classified 

as persecutory delusional ideations, and ideations with positive emotional valence are classified as grandiose 

delusional ideations. The mechanisms for the generation of delusional ideations are assumed to vary according 

to theme.

In this study, persecutory delusional ideations are assumed to have two themes (alienation and persecution), 

and grandiose delusional ideations have four themes (guardedness, self conceit, favoredness, and other-

manipulation-of-others). This study examined the effects of emotion and causal attribution on these six 

themes. 

Subjects consisted of 48 schizophrenia patients who were assessed using the Delusional Ideation Check-List 

(DICL), scale of causal attribution, and Profile of Mood States (POMS). 

The results showed the existence of influential factors (e.g. depression and anger) that are common to each 

of the six themes. On the other hand, each ideation theme also demonstrated specific influential factors.

These results suggest that the intervention for delusional ideation should be adapted according to the theme.
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Ⅰȅ研究の背ࠊ

　ໝ૝とは，「外的現実に対する間ҧͬたਪ論に基づく誤
ͬた確信であり，そのໃ६を他のほとΜどの人が確信して
おり，ໃ६に対して反論の༨地のない明らかな証明や証ڌ
があるにもかかわらず，ڧ固にҡ持される．（中略）」１）と
定ٛされる．౷合ࣦ調症ױ者においては，外出のࠔ೉など
生活上のෆ適応にしばしばໝ૝が存在することが知られて
いる２）．そのため，ໝ૝は治療を行う上でॏ要な要Ҽの一
つと言える．
　ໝ૝の研究においては，Strauss３）が，ໝ૝は「症状有り」
と「症状ແし」を྆ۃとするスペクトラムであり，本研究
もこの立場にならい，୮野ら４）と同༷にໝ૝とໝ૝༷؍೦
を۠別せず྆者を合わせてໝ૝的؍೦という表現を用いて
いる．

ˍȅ࿇ே的۷ැの主題

　ໝ૝的؍೦の内容は，被害かތ大の2種類のओ題に大別
できる１）．ੴ֞らは，౷合ࣦ調症ױ者の代表的なໝ૝的؍
೦としての被害ໝ૝的؍೦を負のײ情Ձ，ތ大ໝ૝的؍
೦を正のײ情Ձを持つとߟえ，さらにそれらをࡉ分Խし
た４,５）．
　被害ໝ૝的؍೦とは，ױ者の中ではڴҖの信೦として֓
೦Խされたものとߟえられている６）．DSM-5によれば，自
分がऻわれる，ۤしめられる，ͩまされる，ഭ害される，
またはӄ๳を企てられているということが中৺的なओ題と
なͬているໝ૝的؍೦である１）．被害ໝ૝的؍೦は「他者
ˠ自ݾ」に向けられた関係ੑがओ題である５）．さらに，ओ
にඇ現実的な他者と自ݾの関係ੑを示す「被害؍೦」と，
पりの人が自分を中ই，ૄ外しているという内容を含む現
実的な他者と自ݾの関係ੑを示す「ૄ外؍೦」にੴ֞は分
類している４,５）．
　一方で，ތ大ໝ૝的؍೦は，ං大したՁ஋，ྗ，知識，
同一ੑ，またはਆや有名人とಛ別な関係があるというໝ૝
的؍೦である１）．ੴ֞は，ތ大ໝ૝的؍೦については，自
他者において྆方向のओ題がѻわれているとし，「他者-ݾ
ˠ自ݾ（自ݾ中৺的な؍೦：被޷意؍೦，൳護؍೦）」「自
自」「（೦؍೦：他者ૢ作؍大的なތೳྗに関する）ˠ他者ݾ
؍定ߠݾ೦：自؍大的なތ完結（ೳྗや݂౷に関するにݾ
೦）」といͬた分類を述べて，ތ大的なໝ૝的؍೦をより
．（なओ題͝とに検౼する必要ੑを述べている５ࡉৄ

ˎȅ࿇ே的۷ැのメ΃ΣΒθと主題̮との比較

　さて，被害ໝ૝的؍೦とތ大ໝ૝的؍೦をൺֱする研究
としては，例えば，入院ױ者を対象としたAppelbaumらや，
大学生を対象とした৿本らの調査があり，確信度，఍ײ߅，
ҧ和ײ，৺的઎有度などໝ૝的؍೦のࣜܗ的ଆ໘はৄࡉな
検౼がなされてきた７,８）．

　しかし，被害ໝ૝的؍೦は「被害؍೦」「ૄ外᧺೦」から，
また，ތ大ໝ૝的؍೦は「被޷意؍೦」「൳護؍೦」「他者
ૢ作؍೦」「自ߠݾ定؍೦」といͬたෳ数のओ題からߏ成
されるとߟえられるにも関わらず５），:amauchiやGarety 
らの調査はໝ૝的؍೦を被害ໝ૝的؍೦とތ大ໝ૝的؍೦
といͬた大きなओ題でのみଊえている９, 10）．すなわͪ，ܗ
ࣜ的ଆ໘の研究は進められているが，ओ題については「被
害ໝ૝的؍೦」と「ތ大ໝ૝的؍೦」と言ͬた大きなओ題
のみでଊえられた研究がଟい．以上のことから，ໝ૝的؍
೦のओ題に応じたӨڹҼをよりৄࡉに検౼することによ
り，対象者の๊えるໝ૝的؍೦のओ題に応じた介入にد༩
するとߟえられる．

ˏȅ研究の目的

　被害ໝ૝的؍೦やތ大ໝ૝的؍೦の発生・ҡ持のメカχ
ζムとしては，ײ情やਪ論のόイアスがӨڹする要Ҽとし
て共௨して検౼されてきた６, 11, 12）．ײ情としてෆ安や཈う
つをऔり上͛ることがଟいが，他にもౖりײ情をऔり上͛
るなど検౼要Ҽは広がͬてきており９, 13），ଟ༷なײ情໘の
೺Ѳも意ٛがある．また，出དྷ事に対する原Ҽの説明であ
る原Ҽ帰属14）もこれまでのໝ૝的؍೦の研究においてଟく
調査されてきたॏ要な要Ҽの一つである５,６）．
　以上より，本研究は，౷合ࣦ調症ױ者を対象とし，ໝ૝
的؍೦の代表的なओ題として「ૄ外؍೦」「被害؍೦」「被
に「೦؍定ߠݾ自」「೦؍他者ૢ作」「೦؍൳護」「೦؍意޷
ついてଌ定できるDelusional Ideation Check List（DICL）４）

を用い，それͧれのओ題にӨڹを༩える要Ҽについて調査
することを目的とする．

Ⅱȅ方　　　法

ˍȅ಺査చય者・಺査機関

　Aݝ内の医療機関に௨院中の౷合ࣦ調症ױ者を対象とし
た．また，औりࠐみ条件として，ա6ڈか月間ਫ਼ਆ科に入
院がなく，ա3ڈϲ月間にༀ物療法においてओࡎの変更が
ない，20ࡀから65ࡀ，೴࣭ث的障害・ਫ਼ਆ஗଺・および物
用障害がない者とした．調査期間は2013年5月から9月࢖࣭
であͬた．

ˎȅデータਓਬ

　研究協ྗ施ઃにポスターを掲示し，研究協ྗ者をื集し
た．研究者が対象者に研究の説明を行い，同意を得られた
場合に個ࣨにてアンέート調査を実施した．࢖用するई度
は自ݾ記入ࣜのई度であるが，対象者が࣭問ࢴの内容を理
ղできないことも૝定されたため，研究者が対象者をサポ
ートしながら࣭問ࢴを実施した．回答の回ऩ཰は100�ͩ
ͬた．
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౷合ࣦ調症ױ者のໝ૝的؍೦にӨڹを༩える要Ҽʵໝ૝的؍೦のओ題による相ҧの検౼ʵ

ˏȅႃ理的෻ၪ

　調査研究の依頼においては，協ྗが੍ڧではないこと，
研究へ協ྗしなくてもෆ利益が生じないこと，個人情報は
ॏに保護されること，さらに本研究の内容について，書ݫ
໘および口頭でも説明し，同意を得た上で研究を実施した．
なお，本研究は執筆者が所属する札幌医科大学倫理委員会
の承認を得て実施した（承認番号24-2-94）．開示すべき利
益相反状態は存在しない．

ːȅঀဥする尺度

ˍȫ࿇ேഎ۷ැΙͿΛ·ςΑΠ　DICL４）を用いた．広範
囲のໝ૝的؍೦をѻう自ݾ記入ࣜのई度であり，臨床܈に
も࢖用されている４）．8Ҽ子51項目のうͪ，本研究では，「ૄ
外؍೦ई度」「被害؍೦ई度」「൳護؍೦ई度」「自ߠݾ定؍
೦ई度」「被޷意؍೦ई度」「他者ૢ作؍೦ई度」の6ई度41
項目を用いる．「全くない」から「いつもある」までの5件
法でଌ定した．
ˎȫܦ֦ࡔ௺　Expanded Attributional Style Questionnaire

（以下EASQ）14,15）に加えて，Inernal Personal and situational 
attributions questionnaire（IPSAQ）16）をߟࢀに作成した
3項目を௥加した．EASQは，౷合ࣦ調症ױ者にも用いら
れ16），また，内的੔合ੑ，࠶検査信頼ੑは確認されてい
る15）．EASQは被検者が22場໘の൱定的出དྷ事に対してそ
の結果にͬࢸたओ要な原Ҽを一つߟえ，内在ੑ，安定ੑ，
全般ੑ，౷੍ײの4下位ई度について7件法でධ定する．安
定ੑ，全般ੑ，౷੍ײについてはEASQの下位ई度をその
まま用いた．それͧれは得఺がߴい場合に安定，ಛҟ的な
帰属の܏向があり，௿い౷੍ײということを示すという判
定になる．EASQにおける内在ੑのଌ定は，内的-外的の
一࣍ݩのみのため，よりৄࡉにଌ定するために，22場໘に
おけるओ要な原Ҽを内的，外的-人的，外的-状گ的という
に，「あߟࢀについてଌ定した．࣭問項目はIPSAQをݩ3࣍
なたについてのԿかが原Ҽですかʁ（内的）」「他の人につ
いてのԿかが原Ҽですかʁ（外的-人的）」「状گについての
Կかが原Ҽですかʁ（外的-状گ的）」の3項目を作成した．
得఺は7件法でධ定し，得఺がߴいほど，その帰属の܏向
のڧさを示す．
ˏȫۜૂ　気分調査ථ୹ॖ版（Prople of Mood Statesʀ以
下POMS୹ॖ版）18）を用いた．ա1ڈि間について「ۓு-
ෆ安」「཈うつ-མࠐみ」「ౖり-ఢ意」「活気」「ർ労」「混ཚ」
の6下位ई度30項目を，「全くなかͬた」-「ඇৗにଟくあͬ
た」の5件法でଌ定した． 

ˑȅ分析方法

　ໝ૝的؍೦と原Ҽ帰属，ײ情との関係を調べるために，
スピアマンの相関分ੳを実施した．࣍に，本研究で࢖用し
たई度得఺のໝ૝的؍೦に対するӨڹを検౼するため，目
的変数をそれͧれ，DICLの「ૄ外؍೦ई度」「被害؍೦ई
度」「൳護؍೦ई度」「自ߠݾ定؍೦ई度」「被޷意؍೦ई度」

「他者ૢ作؍೦ई度」とし，説明変数を原Ҽ帰属ई度の「内
的」「外的-人的」「外的-状گ的」「安定ੑ」「全般ੑ」「౷੍ײ」，
POMS୹ॖ版の「ۓு-ෆ安」「཈うつ-མࠐみ」「ౖり-ఢ意」

「活気」「ർ労」「混ཚ」とした，ステップワイζ法によるॏ
回帰分ੳを実施した．分ੳには，IBM SPSS Statistics 22.0
を用いた．

Ⅲȅࠫ　　　果

ˍȅచય੥の௺性と各変ତのܱ੆ൡࠗ

　研究には౷合ࣦ調症ױ者48名（உੑ30名，ঁੑ18名）が
8.87�SD）ࡀ年ྸは41.56ۉ加した．ฏࢀ），入院回数は3.46

（SD�3.11）回，෰ༀ量（CP;）は，555.31（SD�359.55）
mg/日であͬた．DICL，原Ҽ帰属ई度，POMS୹ॖ版そ
れͧれの下位ई度の合ܭ得఺をई度得఺とした（表１）．

ນ 1 　各変ତのུܖ的ൡࠗ量

得఺範囲 ฏۉ（SD）

DICL ૄ外؍೦ 7ɻ 35 16. 27（7. 11）

被害؍೦ 7ɻ 35 11. 98（5. 08）

൳護؍೦ 4ɻ 20  8. 46（4. 37）

自ߠݾ定؍೦ 5ɻ 25  8. 04（3. 42）

被޷意؍೦ 5ɻ 25  7. 77（3. 01）

他者ૢ作؍೦ 4ɻ 20  7. 00（2. 29）

POMS ۓுɻ ෆ安 0ɻ 20  7. 69（5. 32）

཈うつɻ མͪࠐみ 0ɻ 20  5. 56（5. 45）

ౖりɻ ఢ意 0ɻ 20  4. 27（4. 49）

活気 0ɻ 20  6. 58（4. 72）

ർ労 0ɻ 20  8. 98（6. 15）

混ཚ 0ɻ 20  7. 90（4. 72）

原Ҽ帰属
ई度

内在ੑ

　内的帰属 22ɻ 154 113. 48（14. 66）

　外的ɻ 人的帰属 22ɻ 154  77. 46（16. 10）

　外的ɻ 状گ的帰属 22ɻ 154 101. 69（17. 61）

安定ੑ 22ɻ 154 111. 33（17. 80）

全般ੑ 22ɻ 154 102. 81（22. 96）

౷੍ײ 22ɻ 154  86. 92（23. 12）

ˎȅ࿇ே的۷ැと原因ܦ௺，ۜૂとの関係

　スピアマンの相関分ੳの結果，各؍೦は全ていずれか
のई度と有意な，または，有意܏向の関係が認められた

（r�-0.51～0.78， p�0.05～0.001）（表２）．

ˏȅ࿇ே的۷ැと原因ܦ௺，気分との影響

　相関分ੳの結果を౿まえ，各要Ҽ間のҼ果関係を調べる
ためにステップワイζ法によるॏ回帰分ੳを実施した（表
３）．
　負のײ情Ձのૄ外؍೦に対しては，཈うつ-མͪࠐみ

（β�0.49，p�0.001）とEASQの全般ੑ（β�0.47，p�0.001），
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外的-人的（β�0.21，p�0.05）が有意な変数として採択さ
れた（R2�0.60）．被害؍೦に対しては，཈うつ-མͪࠐ
み（β�0.69，p�0.001）が有意な変数として採択された

（R2�0.46）． 
　正のײ情Ձの൳護؍೦に対しては，౷੍ײ（β�-0.33，
p�0.05）が有意な変数として採択された（R2�0.09）．自ݾ
0.38�೦に対しては，ౖり-ఢ意（β؍定ߠ，p�0.01）が有
意な変数として採択された（R2�0.12）．被޷意؍೦に対

しては，ౖり-ఢ意（β�0.53，p�0.001）と活気（β�0.33，
p�0.05）が有意な変数として採択された（R2�0.27）．他者
ૢ作؍೦に対しては，ౖり-ఢ意 （β�0.41，p�0.005）と౷
�β）ײ੍-0.32，p�0.05）が有意な変数として採択された

（R2�0.19）．
　各分ੳは，Durbin-WatsonൺとVIF஋を確認し，ଟॏ共
ઢੑの問題はないと判断した．

ນˎ　各変ତにおける௖関分析のࠫ果 

ນˏ　各۷ැを目的変ତとし̹スΞΛプχイΒ法をဥい̹重ٝܦ分析のࠫ果

ૄ外؍೦ 被害؍೦ ൳護؍೦ 自ߠݾ定؍೦ 被޷意؍೦ 他者ૢ作؍೦

DICL ૄ外؍೦ ʵ

被害؍೦ 0. 58��� ʵ

൳護؍೦ 0. 34  0. 50��� ʵ

自ߠݾ定؍೦ 0. 13 0. 16 0. 15 ʵ

被޷意؍೦ 0. 25  0. 35�  0. 34�  0. 54��� ʵ

他者ૢ作؍೦ 0. 12 0. 25 0. 14  0. 78���  0. 50��� ʵ

POMS ۓுʵෆ安    0. 55���  0. 56���  0. 30�� 0. 1 0. 11 0. 15

཈うつʵམͪࠐみ    0. 57���  0. 56���  0. 30�� 0. 24 0. 22 0. 25

ౖりʵఢ意 ʵ0. 48��  0. 59��� 0. 18 0. 25  0. 39��  0. 29�

活気   ʵ0. 33� ʵ0. 23 0. 03 0. 04 0. 27 0. 21

ർ労   0. 46��  0. 50��� 0. 17 0. 24 0. 17 0. 28

混ཚ   0. 53���  0. 64��� 0. 22 0. 16 0. 2 0. 24

原Ҽ帰属 内的 0. 15 0. 19 0. 13 ʵ0. 16 ʵ0. 22 ʵ0. 14

ई度 外的ʵ人的  0. 31� 0. 11 ʵ0. 03 ʵ0. 01 0. 15 0. 16

外的ʵ状گ的  0. 35� 0. 23 0. 14 ʵ0. 01  0. 31� 0. 11

安定ੑ   0. 43�� 0. 26 0. 1 ʵ0. 06 0 ʵ0. 15

全般ੑ   0. 59��� 0. 27 0. 17 ʵ0. 13 ʵ0. 03 ʵ0. 21

౷੍ײ   ʵ0. 48�� ʵ0. 51��� ʵ0. 35� ʵ0. 16 ʵ0. 12 ʵ0. 11

�p�0. 05，��p�0. 01，���p�0. 001

ඪ準Խ係数(Ќ)

ૄ外؍೦ 被害؍೦ ൳護؍೦ 自ߠݾ定؍೦ 被޷意؍೦ 他者ૢ作؍೦

ுʵෆ安ۓ

཈うつʵམͪࠐみ 0. 49��� 0. 69���

ౖりʵఢ意 0. 38�� 0. 53��� 0. 41��

活気 0. 33��

ർ労

混ཚ

内的

外的ʵ人的 0. 21�

外的ʵ状گ的

安定ੑ

全般ੑ 0. 47���

౷੍ײ ʵ0. 33� ʵ0. 32�

R2 0. 63 0. 48 0. 11 0. 14 0. 31 0. 22

R2（adjusted） 0. 60 0. 46 0. 09 0. 12 0. 27 0. 19

F 24. 72��� 41. 65��� 5. 59� 7. 60�� 9. 88��� 6. 51��

�p�0. 05，��p�0. 01，���p�0. 001
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౷合ࣦ調症ױ者のໝ૝的؍೦にӨڹを༩える要Ҽʵໝ૝的؍೦のओ題による相ҧの検౼ʵ

Ⅳȅࣉ　　　ख़

ˍȅ໅のۜૂ価を持つ主題の࿇ே的۷ැにచする影響要因

　本研究では，౷合ࣦ調症ױ者を対象としてໝ૝的؍೦の
代表的なओ題である被害ໝ૝的؍೦とތ大ໝ૝的؍೦を，
被害ໝ૝的؍೦は「ૄ外؍೦」「被害؍೦」に，ތ大ໝ૝
的؍೦は「被޷意؍೦」「൳護؍೦」「他者ૢ作؍೦」「自ݾ
，೦と理ղし؍成されるໝ૝的ߏ೦」のओ題により؍定ߠ
それͧれのओ題にӨڹを༩える要Ҽについて検౼した．そ
の結果，ओ題͝とにҟなる要ҼがӨڹを༩えることが示ࠦ
された．また，先行研究では，負のײ情Ձを持つ被害ໝ૝
的؍೦と正のތ大ໝ૝的؍೦のメカχζムに差ҟがあるこ
とが示されている７-10）．本研究でも負のײ情Ձを持つ「ૄ
外؍೦」「被害؍೦」と，正のײ情Ձを持つ「被޷意؍೦」「൳
護؍೦」「他者ૢ作؍೦」「自ߠݾ定؍೦」と分け，2種類の
ओ題をൺֱしたが，それͧれにಛ有な結果を示し，本研究
も先行研究の知ݟと一கした． 
　負のײ情Ձを持つ2種類の؍೦に対し，ײ情の要Ҽでは，
཈うつ-མͪࠐみが共௨してӨڹを༩えた．Appelbaumら
は，被害ໝ૝的؍೦が൱定的ײ情にಛ௃づけられると述
べ７），また，先行調査でも被害ໝ૝的؍೦に対する཈うつ
のӨڹの大きさが指摘されていることからも６, 10），本研究
の結果はこれらの知ݟと一கするものである．したがͬ
て，負のײ情Ձを持つໝ૝的؍೦をڧく有するױ者の治療
では，཈うつ܏向といͬたײ情໘への介入も必要とߟえら
れる．
　また，原Ҽ帰属との関࿈において全般ੑ࣍ݩが，負のײ
情Ձを持つ2種類のओ題のうͪૄ外؍೦にӨڹを༩えた．
全般的な帰属の܏向は，ある原Ҽがどの出དྷ事でも共௨し
てىこりうるとߟえる܏向を作り出す．つまり，全般的帰
属をڧく行う場合に，広範囲に及Ϳ問題を結果として生じ
るため14），༷ʑな場໘において負のײ情Ձのໝ૝的ղऍを
生み出しやすくなると言える．負のײ情Ձを持つໝ૝的؍
೦に対しては，例えば，認知行動療法に基づいた介入によ
りױ者がόランスの良い帰属を行えるような支援が有ޮと
．えられるߟ
　一方で，これまでのໝ૝的؍೦と原Ҽ帰属の関係を調査
した研究では，外的-人的帰属と被害ໝ૝的؍೦との関係
が指摘されてきた６,７）．本研究では，外的-人的帰属はૄ外
೦の項目は，「पりの人はͩ؍を示した．ૄ外ڹ೦にӨ؍
れも信用できない，というٙい」といͬた現実的な他者と
の関係ੑを問うている．൱定的出དྷ事の外的-人的帰属܏
向は，原Ҽを他者に求める܏向を表しており，「他者ˠ自ݾ」
に向けて生じる被害ໝ૝的؍೦の「自ݾ-他者図ࣜ」とも
一கする．一方で，外的-人的帰属のӨڹが認められなか
ͬた被害؍೦は「ਆ༷やྶなどが，私の行動をअຐしてい
る，というײじ」といͬたඇ現実的な他者との関係ੑをฉ
く項目も含む．これらは，౷合ࣦ調症ױ者において生じる

自զ障害のӨڹも含まれた項目であり，ਆ༷やྶといͬた
യવとಛ定できない他者によるӨڹをฉいている５）．した
がͬて，その原Ҽを求める際に他者とは言い切ることが೉
しく，外的�人的帰属܏向のӨڹが関༩しなかͬたとࢥわ
れる．

ˎȅ正のۜૂ価を持つ主題の࿇ே的۷ැにచする影響要因

　正のײ情Ձを持つओ題とײ情の要Ҽでは，「被޷意؍೦」
「൳護؍೦」「他者ૢ作؍೦」「自ߠݾ定؍೦」のうͪ，ౖり
-ఢ意が「被޷意؍೦」「他者ૢ作؍೦」「自ߠݾ定؍೦」の
3つのओ題にӨڹを༩えた．先行研究では，൱定的なײ情
のগなさがތ大ໝ૝的؍೦にӨڹを༩えると指摘されてお
り，本研究とҟなる結果となͬた14）．ײ情とތ大ໝ૝的؍
೦に関する先行研究によれば，自ଚ৺の໾ׂに஫意が向け
られている12）．自ଚ৺のϨϕルや安定ੑが，ౖりやఢ意の
༧ଌҼになるという指摘もある19）．自ଚ৺は，今回はӨڹ
要Ҽにऔり上͛ていないが，ౖりやఢ意がތ大ໝ૝的؍೦
に༩えるӨڹもࢹ野に入れ，今後自ଚ৺を介在要Ҽに含め
た検౼が必要である．一方で，ౖりは被害ໝ૝的؍೦との
関࿈が示ࠦされている９）．被害ໝ૝的؍೦とތ大ໝ૝的؍
೦はซ存する場合があり12），本研究でも負のײ情Ձを持つ
ໝ૝的؍೦と正のײ情Ձを持つໝ૝的؍೦の一部のई度に
おいて有意な正の相関関係がݟられた．このことから，ౖ
り-ఢ意は2つのໝ૝的؍೦に共௨するӨڹҼの一つとなる
Մೳੑがあるとߟえられる．
　正のײ情Ձを持つओ題に対する原Ҽ帰属の要ҼのӨڹ
は，正のײ情Ձの各؍೦に対しておしなべてऑいものであ
ͬた．ތ大ໝ૝的؍೦は，ߠ定的出དྷ事の内的帰属との関
係が指摘されているが12），今回は൱定的出དྷ事のみをѻͬ
たこともӨڹしているとߟえられるため，ߠ定的出དྷ事も
含めた上記要Ҽの検౼が必要とされる．
　また，被害ໝ૝的؍೦であるとこΖの「ૄ外؍೦」と「被
害؍೦」は，ωΨティϒなײ情や，原Ҽ帰属においても共
௨した要ҼからのӨڹが認められた．一方で，ތ大ໝ૝的
「೦؍定ߠݾ自」「೦؍他者ૢ作」「೦؍意޷被」೦のうͪ؍
はౖり-ఢ意からӨڹを受けていたが，「൳護؍೦」はӨڹ
されていないなど，被ӨڹҼはҟなる結果となͬた．この
ことからも，ތ大ໝ૝的؍೦と一ׅりに検౼せずに，؍೦
͝との検౼を行う必要ੑが確認された． 

ˏȅ࿇ே的۷ැを持つൡࣣ৐಺症患者への支援

　以上のことから，ໝ૝的؍೦の各ओ題によͬてӨڹを受
ける要Ҽがҟなり，負のײ情Ձのໝ૝的؍೦では，཈うつ
-མͪࠐみがॏ要な要Ҽであり，正のײ情Ձではౖり-ఢ意
がӨڹを持ͪやすい．したがͬて，ໝ૝的؍೦を持つ対象
者への支援を実施する上で，どのようなओ題のໝ૝的؍೦
を持ͬているのかをධՁし，そのओ題に応じたײ情コント
ϩールなどの介入をల開することが望ましいと言える．
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村上　ݩ，৿ོݩ文，西山　܆，池田　望

ːȅ研究のٮࡠと今後の課題

　本研究の課題として，今回औり上͛なかͬた要Ҽの࠶検
౼が͛ڍられる．例えば，先にも述べた原Ҽ帰属の題ࡐと
してのߠ定的出དྷ事や自ଚ৺がそれである．正のײ情Ձの
ໝ૝的؍೦の説明཰は௿く，本研究に含まれない要ҼのӨ
を༩える要Ҽにつڹが示ࠦされている．したがͬて，Өڹ
いて࠶検౼が必要である．しかし，負のײ情Ձのໝ૝的؍
೦については，本研究でѻͬた要Ҽで一定の説明཰を得る
ことできた．部分的にではあるが，ໝ૝的؍೦がײ情Ձに
よͬてҟなる要ҼにӨڹを受けることを示すことができた
఺については，意ٛがあるといえるであΖう．加えて，本
研究ではੑ別によるӨڹを検౼していない．先行研究で
は，被害ໝ૝に൐うෆ安はஉੑよりもঁੑのほうが有意に
いことが示されている20）．本研究では，உੑの協ྗ者数ڧ
がଟく，被害ໝ૝に൐うෆ安が反өされにくかͬたՄೳੑ
がある．今後の研究ではੑ別のӨڹも検౼する必要があ
る．
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